







その他のタイトル A Change from MUZU(RU) to UZU(RU) : Does the






































































































































































































































































































































































連用形 こ ⇔ 連体形 ナ
指定の助動詞及び形容動詞活用語尾として用いられるヂヤ 〈ダ〉もデアル＞
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デア＞ヂヤ〈ダ〉のル音脱落の結果生まれたものと考えられているが，これも，











































































































































































古 今 とはず 歌論・ 保 元 平 治 源 平
太平記 義経記 計
遺物語 著聞粂 がたり 能楽論 物 語 物 語 盛衰記
終止形ムズ全体 25 32 12 17 3 5 2720 94 80 41 356
ム ズ ラ ム 16 24 9 14 3 5 22 17 84 80 34 306
ナ ム ズ 9 7 3 2 4 7 3 35
○菅原1991より（『延慶本平家物語』の終止形ムズ語形の用例数）
ム ズ ナ ム ズ テ ム ズ ナムズラム テムズラム ムズラム 計
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